改訂学習指導要領生活科の「見方・考え方」を踏まえた生命尊重の心と態度を育成する教育の在り方～「飼育・栽培」活動に着目して～ by 熊谷 和彦
１　はじめに
　文部科学省は，2017 年（平成 29 年）10 月 26 日に，全国の小・中・高等学校を対象に




Education to foster mind and attitude to respect life 
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The government curriculum guideline revised in March 2017 instructs to make the most of 
distinctive “viewpoints and approaches” of each subject in teaching it. Upon this, this article 
considers what ability and quality of children we can foster by providing “education to nurture 
respect for life” through activities of raising animals and growing plants from “the viewpoints and 
approaches of Living Environment Studies related to our daily lives.” This article also tries to find 
out the current situation and problems of learning environment, which is crucial in carrying out 
activities of raising animals and growing plants in Living Environment Studies, that would promote 
“education to nurture respect for life” and considers measures to solve problems.
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結果を発表した。それによれば，学校におけるいじめの認知（発生）件数は 323,809 件（前
年度 225,132 件）と前年度より約 98,700 件の増加となっている。このうち，小学校におけ
るいじめの発生件数は，237,921 件で過去最高となった※ 1。いじめ防止対策推進法に規定
する重大事態の発生件数のうち生命に関わる重大な事案は 9 件となっている。






























































































　〔第 1 学年及び第 2 学年〕
　生きることのすばらしさを知り，生命を大切にすること。
　〔第 3 学年及び第 4 学年〕
　生命の尊さを知り，生命あるものを大切にすること。




　〔第 1 学年及び第 2 学年〕
　身近な自然に親しみ，動植物に優しい心で接すること。
　〔第 3 学年及び第 4 学年〕
　自然のすばらしさや不思議さを感じ取り，自然や動植物を大切にすること。

























































































































































































になっているかについて，筆者は平成 29 年 6 月に仙台市内公立小学校 120 校を対象に動
植物の飼育・栽培状況について調査※ 13 ※ 14 を行った。


















筆者は平成 29年 6月に仙台市内公立小学校 120校を対象に動植
物の飼育・栽培状況について調査※１３※１４を行った。 


























































































































































































































































































































（１）平成 28 ～ 29 年の 1 年間に仙台市内公立小学校で「飼った動物，育てた草花と野菜」














②調査期間　　　平成 29 年６月６日～６月 30 日
③回収結果
・調査回答についての内訳は，以下のとおりである。
　　仙台市内 120 校へ配布し，75 校から回答。（回収率 62.5％）
・調査回答についての回収結果は，以下のとおりである。
　　生活科主任等の教育実践者 63 名
　　校長：0 名，教頭：7 名，教務主任等：5 名　計 75 名
　※校長，教頭，教務主任等は便宜上「学校管理者」として位置付ける。
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  １ アサガオ   ２ ホウセンカ   ３ ヒマワリ   ４ サルビア 
  ５ パンジー   ６ チューリップ   ７ ヒヤシンス   ８ スイセン 
  ９ コスモス   10 マリーゴールド   11 その他（      ） 























































  １ アサガオ   ２ ホウセンカ   ３ ヒマワリ     
  ５ パンジー   ６ チューリップ   ７ ヒヤシ      
  ９ コスモス   10 マリーゴールド   1 その他（       
  12 特に栽培していない。 









































































     ２ ハツカダイコン   ３ トウモロコシ   ４ カボチャ 
     ６ ナス   ７ トマト    ８ カブ   ９ オクラ 
     11 ジャガイモ   12 ダイコン   13 ニンジン 
             15 特に栽培していない。 
 

































































 １ ウサギ   ２ ハムスター・モルモットなど   ３ ヤギ  ４ ニワトリ  
５ チャボ   ６ アヒル   ７ ガチョウ   ８ シジュウマツ 
 ９ セキセイインコ  10 サカナ（コイ，フナ，キンギョ，メダカなど）  
11 カメ    12 カエル，オタマジャクシ   13 その他（   ） 





      ター・モルモットなど   ３ ニワトリ 
         ６ ガチョウ   ７ シジュウカラ 
      サカナ（コイ，フナ，キンギョ，メダカなど） 
     1 カメ   12 昆虫   13 カエル，オタマジャクシ  
       
15 特に飼育していない。 
































































図 5　平成 29 年度仙台市調査　飼育した動物（校舎外でどんな動物を飼育したか）









































































































○生活科の学習環境等に関する調査研究　第 3 次報告　　財団法人 中央教育研究所













○生活科の学習環境等に関する調査研究 第 3次報告  財団法人 中央教育研究所 
 研究報告№45  平成 5年 10月 
   ※1:資料使用に当たっては，財団法人中央教育研究所より承認をいただいている。  
  

















































  １ アサガオ   ２ ホウセンカ   ３ ヒマ      
  ５ パンジー   ６ チューリップ   ７ ヒ      
  ９ コスモス   10 マリーゴールド   11 その他（       




 １ キュウリ   ２ ハツカダイコン   ３ トウモロコシ   ４ カボチャ 
 ５ サツマイモ   ６ ナス   ７ トマト    ８ カブ   ９ オクラ 
 10 ダイズ   11 ジャガイモ   12 ダイコン   13 ニンジン 
















































































 １ ウサギ   ２ ハムスター・モルモットなど   ３ ニワトリ 
 ４ チャボ   ５ アヒル   ６ ガチョウ   ７ シジュウカラ 
 ８ セキセイインコ   ９ サカナ（コイ，フナ，キンギョ，メダカなど） 
 10 ザリガニ   11 カメ   12 昆虫   13 カエル，オタマジャクシ  










　 　　　 　 ・モルモットなど　　　３　ニワトリ
　 　　　 　 　　　６　ガチョウ　　　７　シジュウカラ










































果（速報値）について 文部科学省  2017.10.26 
２ 暴力行為のない学校づくりについて（文部科学省報告書） 暴力行為のない学校づく
り研究会 平成 23年 7月 
３ 学校・園での動物飼育の成果 ～心・いのち・脳を育む～ 全国学校飼育動物研究会
編著 P24脳の発達と動物飼育 優しさと愛着，責任を育てる 唐木英明  
緑書房  2006.6 






















     ２ ハムスター・モルモットなど   ３ ヤギ  ４ ニワトリ  
    ６ アヒル   ７ ガチョウ   ８ シジュウマツ 
    10 イ，フナ，キンギョ，メダカなど）  
11     12 カエル，オタマジャクシ   13 その他（   ） 
14  特に飼育していない。 
 
　一部抜粋：「『特に飼育していない』と無回答の合計は，23％と校舎の中での飼育と比べ
て高い率である。飼育している動物は，ウサギ・ニワトリ・チャボ・セキセイインコ・サ
カナが主である。」
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